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主題と概要

　本科目では、中小企業経営に関する幅広い知識と専門領域で要求される知識・実践的能力を身につけることで、社会に貢献できる学生を育てます。
　日本の企業の約99.7%が中小企業であり、また雇用の約70%が中小企業と言われています。日本における中小企業の役割は非常に重要であり、特に地域において重要な役割を果たす中小企業が、実際にどの
ような経営、事業活動を行っているのかについて、体系的に学ぶことを目的としています。
　本科目では、中小企業の経営に関して、主として中小商業の社会における役割、経営戦略、支援策について学ぶとともに、事例から中小商業等の実態を学ぶことなどによって、中小企業経営に対する理解
を深めます。
　最後に、本講義は、中小企業経営（主に中小商業）に興味がある学生に向けた講義です。
　
　なお、所要の感染予防措置を講じた上で、原則としてすべての授業を対面授業で実施します。新型コロナウイルス感染症の状況により変更がある場合には、別途連絡します。

到達目標

１．履修した学生が、中小企業の経営に関して主として中小商業の社会での役割及びその変化について必要な知識を身に付けることができる。
２．履修した学生が、中小企業の経営に関して主として中小商業の経営に必要な知識を身に付けることができる。
３．履修した学生が、中小企業の経営に関して主として中小商業に対する様々な支援に関する知識を身に付けることができる。
４．以上から、履修した学生が、中小企業経営全般について理解することにより、中小企業経営に寄与できるようになる。

提出課題

１．毎回のレポート
　レスポンを使用して、毎回の授業で当該授業の理解度チェックを兼ねたレポートが出ます。
　また、授業中にResponなどを使用して、教室内の意見を集約・発表することなどによって、様々な考え・意見が存在することを理解するとともに、自らの考えや理解を深めることを目指します。
２．中間まとめテスト（レポート方式）を行います。
３．期末まとめテスト（レポート方式）を行います。

履修にあたっての注意・助言他

１．毎回のレポート及び授業への参加意欲等　60％（毎回のレポートは最低9回以上の提出を必須）
　レポートのRespon以外に授業中にResponなどを使用して、教室内の意見を集約・発表する内容、参加意欲などを評価します。
２．中間まとめテスト（レポート方式）15％
３．期末まとめテスト（レポート方式）25％（必須）

毎回のレポートで、定性的な記述において、全く同様の内容、酷似した内容、ネット等からのコピペについては、関係した全ての学生のレポート評価をD評価とします。

評価の基準

１．講義連絡について
　基本的にRYUKAポータルの「講義連絡」を通じて、講義の連絡、テキストの配布及びレポートの内容・期限等を通知します。対面の履修生には講義資料を配布します。
２．レポートなどの期限について
　レポート、レスポンの提出期限は厳守です。また、レスポン番号の間違い等による提出ミスは「未提出」扱いになるので十分気をつけてください。
３．本科目は主に中小商業について学びます。専ら中小製造業について学びたい学生向けての科目ではありませんので注意してください。
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その他

１．資料
RYUKAポータルの講義連絡からPDFで配信します。
２．参考文献
渡辺幸男他著、『21世紀中小企業論』第3版、有斐閣アルマ、2013年
植田浩史他著、『中小企業・ベンチャー企業論』新版、有斐閣コンパクト、2014年

1.中小企業とは、中小企業経営とは？
2.中小企業経営と起業家精神
3.中小製造業の経営とその特徴
4.中小商業の経営とその特徴①
5.中小商業の経営とその特徴②
6.中小企業経営に対する支援(国・県・市の支援策）
7.中小企業経営に対する支援（中小企業診断士の役割）
8.前半の振り返り（中間まとめテスト）
9.中小企業の経営戦略（事例から中小商業等の実態を学ぶ①）
10.中小企業の経営戦略（事例から中小商業等の実態を学ぶ②）
11.中小企業の経営戦略（事例から中小商業等の実態を学ぶ③）
12.中小企業の経営戦略（事例から中小商業等の実態を学ぶ④）
13.経営計画とビジネスプラン
14.中小企業を経営する（起業と創業）、まとめ
15.総括「私たちは中小企業経営論から何を学んだのか」（期末まとめテスト）

授業計画

備考

授業形態（アクティブ・ラーニング）

１．予習
事前にRYUKAポータルを通じて配布された資料の内容等について、参考文献やその他の書籍、インターネット等で調べてみよう。（1時間程度）
２．復習
授業で重要と思われたところを中心に、資料と参考文献等を読み直し理解を深め、レポートを作成しよう。  （1時間程度）
３．中間及び期末のまとめレポート作成に向けて必要な学習を行おう（1時間程度）
４．授業での学びから、将来に向けて必要と思われる知識の習得や、必要に応じて現場で活動をしてみよう（1時間程度）

授業形態

必要に応じて、講義連絡、次回以降の講義、メール等により講評、解説を行います。

〇　

〇 〇

ア：PBL（課題解決型学習） イ：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

ウ：ディスカッション、ディベート エ：グループワーク

オ：プレゼンテーション カ：実習、フィールドワーク

準備学修（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間

社会は正解はひとつではありません。自由な発想で考え、発言する機会があれば積極的に発言してください。
Responなどを使用して、教室内の意見を集約・発表することなどによって、様々な考え・意見が存在することを理解するとともに、自らの考えや理解を深めることを目指します。

双方向授業の実施及びICTの活用に関する記述

実務経験あり。
国の政策実施機関である独立行政法人中小企業基盤整備機構に30年以上在籍。中小企業の融合化、人材育成（中小企業診断士養成、中小企業経営後継者育成等）、インキュベーション運営、流通団地、工業団地、中
心市街地、商店街、共同店舗、中小小売業の経営診断の経験あり。流通の現場の実態を伝えます。経済産業省登録中小企業診断士。内閣府地域活性化伝道師。

実務経験の有無及び活用

キ：その他（ＡＬ型であるけども、以上の項目のいずれにも該当しない場合）

中小商業経営に関して自ら考え理解することができる。また、中小商業経営に関して、変わりゆく経営環境の動きに強い関心を持ち、企業組織の中で具体的な改善や解決の提案ができる。併せて、商業の基礎知識を
身につけ、経営に関する問題探索と課題提案ができる。

卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

.1からの流通論第2版. 石原武政・竹村正明・細井謙一（編著） 碩学舎 2640 9784502283611
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